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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和政策の継続により、為替市場では円安、株式市場では

株高のままに推移しました。また、消費税率が５％から８％に改定されて以降、景気回復に停滞局面が発生していま

す。

 このような経済状況のもとで、当社グループ（当社及び連結子会社）は、収益構造の改善に注力しました。具体的

には、連結子会社日本伸銅株式会社は、平成27年５月14日に、平成27年７月１日を効力発生日とする大阪黄銅株式会

社との合併を決議しました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、前期末に日本伸銅株式会社を連結子会社化したため、売上高は

181億12百万円（前年同四半期比7.3％増加）となり、営業利益は６億19百万円（同1.2％増加）となりました。経常

利益はデリバティブ評価益が86百万円発生したため、７億55百万円（同10.0％増加）となりました。また、親会社株

主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に発生しなかった補助金収入が38百万円発生したため、５億９百万円（同

22.2％増加）となりました。

 

 各セグメントの業績は、次のとおりであります。

①伸銅

 伸銅事業では、前期末に日本伸銅株式会社を連結子会社化したため、販売量は２万4,789トン（前年同四半期比

12.3％増加）、売上高は154億81百万円（同17.1％増加）となり、セグメント損益は４億89百万円（同10.8％減少）

のセグメント利益となりました。

②精密部品

 精密部品事業では、売上高は９億10百万円（前年同四半期比11.6％減少）となり、セグメント損益は34百万円（同

32.1％増加）のセグメント利益となりました。

③配管・鍍金

 配管・鍍金事業では、シーケー金属株式会社が前期に決算期を12月末から３月末に変更したため、前第１四半期連

結累計期間では平成26年１月から平成26年６月までの６か月間の損益を取り込んでいたことから、売上高は減少しま

した。売上高は17億19百万円（前年同四半期比34.7％減少）となり、セグメント損益は９百万円のセグメント損失

（前年同四半期はセグメント損失８百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

(資産)

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は350億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億１百万円増

加しました。これは主に仕掛品が３億91百万円増加したことによるものであります。固定資産は159億32百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ１億94百万円減少しました。これは主に有形固定資産が１億35百万円、投資有価証券が

53百万円減少したことによるものであります。この結果、資産合計は509億54百万円となり、前連結会計年度末に比

べ７百万円増加しました。

(負債)

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は236億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億67百万円減

少しました。これは主に設備支払手形が２億19百万円、賞与引当金が４億26百万円減少したことによるものでありま

す。固定負債は22億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億16百万円減少しました。これは主に長期借入金が

65百万円、繰延税金負債が73百万円減少したことによるものであります。この結果、負債合計は259億56百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ８億84百万円減少しました。

(純資産)

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は249億97百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億91百万円

増加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益５億９百万円と自己株式１億67百万円の減少に伴う純

資産の増加額によるものであります。この結果、自己資本比率は42.3％（前連結会計年度末は40.9％）となりまし

た。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成27年５月14日の「平成27年3月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計方針の変更 

  （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。この変更に伴う影響は軽微であります。

 

  会計上の見りの変更

  （耐用年数の変更） 

 連結子会社である日本伸銅株式会社は、当第１四半期連結会計期間より、機械及び装置の耐用年数を変更してお

ります。

 この変更は、日本伸銅株式会社が連結子会社となったことを契機に、同種かつ同一条件下で使用される機械及び

装置について、経済的使用年数、設備の修繕、更新リサイクル等を総合的に勘案し、生産実態に応じた耐用年数に

見直すものであります。

 この変更により、状来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益はそれぞれ108百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,292 1,181 

受取手形及び売掛金 20,130 19,190 

商品及び製品 4,114 4,278 

仕掛品 4,612 5,003 

原材料及び貯蔵品 3,947 4,023 

繰延税金資産 390 366 

その他 451 1,090 

貸倒引当金 △117 △112 

流動資産合計 34,820 35,022 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 9,129 9,140 

減価償却累計額 △3,823 △3,907 

建物及び構築物（純額） 5,306 5,233 

機械装置及び運搬具 18,287 18,389 

減価償却累計額 △15,864 △16,098 

機械装置及び運搬具（純額） 2,422 2,290 

土地 6,220 6,220 

建設仮勘定 83 118 

その他 1,294 1,335 

減価償却累計額 △1,051 △1,058 

その他（純額） 243 277 

有形固定資産合計 14,276 14,140 

無形固定資産    

その他 15 16 

無形固定資産合計 15 16 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,550 1,496 

退職給付に係る資産 185 184 

その他 490 485 

貸倒引当金 △391 △391 

投資その他の資産合計 1,834 1,774 

固定資産合計 16,126 15,932 

資産合計 50,947 50,954 

 

- 4 -

株式会社ＣＫサンエツ（5757）平成28年3月期　第１四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,911 7,074 

短期借入金 13,890 13,740 

1年内返済予定の長期借入金 304 304 

未払金 264 213 

未払費用 1,038 967 

未払法人税等 346 401 

賞与引当金 732 306 

設備関係支払手形 444 225 

その他 431 460 

流動負債合計 24,363 23,695 

固定負債    

長期借入金 350 284 

繰延税金負債 789 715 

再評価に係る繰延税金負債 295 295 

引当金 145 100 

退職給付に係る負債 800 796 

その他 95 68 

固定負債合計 2,477 2,260 

負債合計 26,840 25,956 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,756 2,756 

資本剰余金 2,853 2,974 

利益剰余金 15,721 16,190 

自己株式 △1,151 △984 

株主資本合計 20,180 20,936 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 172 140 

繰延ヘッジ損益 － △0 

土地再評価差額金 550 550 

為替換算調整勘定 △22 △23 

退職給付に係る調整累計額 △48 △36 

その他の包括利益累計額合計 651 631 

非支配株主持分 3,274 3,429 

純資産合計 24,106 24,997 

負債純資産合計 50,947 50,954 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 16,886 18,112 

売上原価 15,285 16,542 

売上総利益 1,600 1,570 

販売費及び一般管理費    

荷造及び発送費 246 235 

給料及び手当 242 267 

退職給付費用 6 7 

その他 492 441 

販売費及び一般管理費合計 989 951 

営業利益 611 619 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 3 13 

デリバティブ評価益 － 86 

環境安全対策引当金戻入額 － 35 

その他 154 46 

営業外収益合計 158 181 

営業外費用    

支払利息 10 11 

為替差損 5 － 

デリバティブ損失 － 9 

デリバティブ評価損 53 － 

その他 14 24 

営業外費用合計 84 45 

経常利益 686 755 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 1 82 

補助金収入 － 38 

特別利益合計 1 121 

特別損失    

固定資産除却損 1 1 

投資有価証券売却損 － 1 

特別損失合計 1 3 

税金等調整前四半期純利益 686 873 

法人税等 254 288 

四半期純利益 431 584 

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 74 

親会社株主に帰属する四半期純利益 417 509 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 431 584 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 11 △29 

繰延ヘッジ損益 － △0 

為替換算調整勘定 △11 △0 

退職給付に係る調整額 0 12 

その他の包括利益合計 △0 △17 

四半期包括利益 431 567 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 417 489 

非支配株主に係る四半期包括利益 14 77 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 13,224 1,030 2,632 16,886 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
862 100 0 962 

計 14,086 1,130 2,632 17,849 

セグメント利益又は損失（△） 548 26 △8 567 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

 な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 567

セグメント間取引消去 92

全社費用 △48

四半期連結損益計算書の営業利益 611
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 15,481 910 1,719 18,112 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
932 10 0 943 

計 16,413 921 1,719 19,055 

セグメント利益又は損失（△） 489 34 △9 514 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

 な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 514

セグメント間取引消去 157

全社費用 △52

四半期連結損益計算書の営業利益 619

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 （会計方針の変更）に記載のとおり、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９

月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 

平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適

用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上すると

ともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当第

１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価

の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更

しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及

び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。この変更に伴う影響は軽微であります。

 

（耐用年数の変更） 

 （会計上の見積りの変更）に記載のとおり、連結子会社である日本伸銅株式会社は、当第１四半期連結会

計期間より、機械及び装置の耐用年数を変更しております。

 この変更は、日本伸銅株式会社が連結子会社となったことを契機に、同種かつ同一条件下で使用される機

械及び装置について、経済的使用年数、設備の修繕、更新リサイクル等を総合的に勘案し、生産実態に応じ

た耐用年数に見直すものであります。

 この変更により、状来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益が、「伸

銅」セグメントで108百万円減少しております。
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